










 

I.はじめに 

 我が国の母子保健の水準は,最近著しく向上したとはいえ,欧米の先進国に比

してまだ問題が少なくない。たとえば母子保健統計をみると妊産婦死亡率にお

いては,我が国は 1976 年(昭和 51 年)に出生 10 万対 25.8 に減少したとはい

え,1973 年のスウェーデン 2.7,オランダ 10.3,カナダ 10.8 などに比し,はるか

に及ばない(同年の日本 38.3)。また周産期死亡率についても,最近ようやく先

進国並みとなり,1976 年に出生千対 14.8 となり,1973 年のスウェーデン 14.1,

スイス 15.5,オラソダ 16.4,カナダ 177 と同じ水準になった(同年の日本 18.0)

とはいえ,後期死産が多いことが問題になっている。 


